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領域代表挨拶

領域代表・掛谷 秀昭
(京都大学・薬学研究科・教授)

　新学術領域研究「化学コミュニケーションのフロンティア」（略称：化学コミュニ）のNewsletter (vol. 7) 
が完成いたしましたのでお届けします。
　依然として、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）が世界中に蔓延しており、我が国でも多くの方が
感染され、命を落とされた方もおられます。ここに謹んで亡くなられた方々のご冥福をお祈り申し上げると
ともに、罹患された方々が一刻も早くご快復されることを祈念しています。一方、ワクチン接種も開始され、
COVID-19が収束に向かい、穏やかな新しい日常が取り戻されることを切に願っています。
　本領域では、多種多様な化学コミュニケーションの統合的理解にきわめて有効な「革新的高次機能解析
プラットフォームの構築」を行い、「天然物リガンドの真の生物学的意義の解明」及び「ケミカルツール分
子・創薬シーズ開発」を推進することにより、医療・農業・食糧分野などへの貢献を目的としています。最終

的には、自然環境における多様な生物種における化学コミュニケーションの解明と制御を主眼とした「分子社会学」という新しい学問領
域の確立を目指しています。
　2020年4月から、総括班のもと、計画研究代表者に加えて、第2期公募研究代表者を迎えて新しい研究組織が立ち上がりました。
2020年6月には、新しい研究組織のキックオフを含めて、第7回公開シンポジウム及び第5回若手シンポジウムを仙台にて開催予定でし
たが、COVID-19の蔓延状況を鑑みて中止致しました。そこで、前号（vol. 6）では、領域内外の共同・連携研究を促進するために、誌上シ
ンポジウム（第7回公開シンポジウム）を企画・発刊いたしました。本号では、研究代表者全員（計画研究代表者11名、公募研究代表者32
名）に、2020年度の研究業績（原著論文、総説、学会発表等）から抜粋頂き、研究概要を紹介頂きましたので、ご高覧ください。
　総括班では、2020年12月15日~16日に領域内の連携研究を促進するために、第8回総括班班会議・第7回領域全体会議に加えて、第
2回領域リトリート（オンライン）を開催致しました。評価班・学術調査官の先生方にもご参加頂き、研究代表者全員が発表を行い、熱い
議論の末、最終年度（2021年度）に向けての方向性も定まりました。現在、次年度の第8回公開シンポジウム及び第5回若手シンポジウム
を企画中です。詳細が決まり次第、領域ホームページで案内させて頂きます。2021年12月には、The 2nd International Symposium 
on Chemical Communication (ISCC2021)をChemical Communications through Natural and Synthetic Bioactive 
Compoundsとして、環太平洋国際化学会議2021 (PACIFICHEM 2021, 12/16-21)の期間内に開催予定です。奮って、ご応募・ご参
加頂ければ幸甚です。
　今後も、総括班会議、全体領域会議などで議論を深めて、班員一同で本領域の目的・ミッションを達成したいと考えています。引き続
き、本領域に対して、ご支援とご鞭撻を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

第2回「化学コミュニケーションのフロンティア」国際会議（ISCC2021）のお知らせ
第2回「化学コミュニケーションのフロンティア」国際会議（ISCC2021）を開催します。奮ってご応募ください。

The 2nd International Symposium on Chemical Communications (ISCC2021): 
Chemical Communications through Natural and Synthetic Bioactive Compounds
(PACIFICHEM2021・Symposium)

講演日時：2021年12月18日（土）　8:00~12:00, 13:00~17:00
ポスター発表日時：2021年12月18日（土）　19:00
講演場所：シェラトンワイキキホテル
オーガナイザー：Liu, J.O. (Johns Hopkins Univ.), Kwon, H.J. (Yonsei Univ.), Kikuchi, K. (Osaka Univ.),

Irie, K. (Kyoto Univ.), Kakeya, H. (Kyoto Univ.)
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若手の窓

　私は学生時代、大阪市立大学の下田親特任教授の最後の弟子として、酵母の有性
生殖について多くのことを学びました。その時に「酵母のフェロモン」に魅了され、これ
まで一貫してフェロモンを介した酵母の交配に関する研究を進めてきました。遺伝研 
(学振PD )では、仁木宏典教授の元で野生酵母に見られるフェロモンの構造の多様性
調査を行い、続く理研 (基礎特研)では、古澤力氏と共同して酵母のフェロモンと受容
体の共進化の実験的解明を目指してきました。そして昨年の9月からは大阪大学の松
田史生教授の研究室に助教として異動し、現在に至ります。
　酵母にも動物と同じく性別があり、異性間でのペプチドフェロモンのやり取りが交
配には必須です。これまでの研究から、酵母では片方のフェロモンの構造が柔軟に変
化しうることが判ってきました。フェロモンの認識には厳密さに加え、曖昧さが備わっ
ており、別種にも作用してしまうこうした「柔軟性」が生物の進化の原動力になってい
ると推測しています。本領域では、酵母の化学コミュニケーションの非対称性の仕組
みを遺伝学的に解明することで、フェロモンの生物学的意義に迫り、動物にも普遍的
に成り立つようなフェロモン認識の新たなモデルを提唱したいと考えています。

　私は金子周司教授（京都大院薬）、中川貴之准教授（京都大院薬（当時））の指導のも
とで、薬理学の研究をはじめました。学生時代には、違法ドラッグの一つである
MDMAや、抗うつ薬として使われているSSRI・SNRI、治療抵抗性のうつ病に対する
有効性が報告されていた統合失調症治療薬と抗うつ薬の併用療法の作用メカニズム
について研究を行い学位を取得いたしました。その後、大阪大学の橋本均教授（大阪
大院薬）の研究室に着任し、精神疾患患者由来のiPS細胞を用いた疾患病態のin 
vitroモデル化や、MDMAや抗うつ薬の作用点であるセロトニン神経への分化誘導法
の開発などを行っておりました。
　その後、金子周司教授の研究室に着任することになり、学生時代から行っていたセ
ロトニン神経に関する研究を継続して行っております。学生時代に、共同研究者で
あった英国のSergey Kasparov教授（University of Bristol）のもとに留学する機
会を得て、ウイルスベクターを使った神経回路機能操作法について学び、現在もその
当時開発していたウイルスベクターを用いて、精神疾患や意思決定のバイアス、依存
性薬物の作用機構におけるセロトニン神経の役割について研究しています。
　教員として京都に戻ってからは、PIの金子周司教授の“wet”も“dry”もという姿勢に
影響を受け、上記の様な“wet”の研究だけでなく“dry”の研究を進めており、本新学術
領域では、臨床情報のデータベースと薬理作用のデータベースの情報を学習・統合す
ることで、新規の化合物がヒトでどのような作用・副作用を引き起こすかを予測する技
術を開発しています。臨床情報のデータベースは、見方によっては、3000種類以上の
医薬品の世界最大の「臨床試験」の結果と見なすこともできます。これからの10年で、
その規模が飛躍的に増大するのはほぼ疑いの余地がありません。このようなデータ
ベースから、将来の医薬品のタネを探したり、治験を行う際に（あるいはそれより前
に）副作用の発症頻度を予測する技術を確立することで、微生物や植物・海洋生物が
作りだす多種多様な生理活性リガンドがヒト・生物でどのような作用を引き起こし得
るかを予測できるようなプラットフォームを作っていきたいと考えております。

清家　泰介
（A01班、大阪大院情報科・助教）

永安　一樹
（A03班、京都大院薬・助教）

（写真は次男と）



第1回総括班班会議
2017年7月20日（木）
会場：京都大学 東京オフィス

第5回若手シンポジウム
日程：未定
会場：東北大学/オンライン（未定）
実行委員長：高岡洋輔（東北大院理・講師）

第9回公開シンポジウム（第2回「化学コミュニケー
ションのフロンティア」国際会議(ISCC2021))
(PACIFICHEM2021, Symposium)
2021年12月18日（土）
Honolulu, Hawaii, USA

第3回公開シンポジウム
2018年6月27日（水）～28日（木）
会場：東京大学 弥生講堂
実行委員長：松永茂樹（東大院農・教授）
（第4回総括班班会議及び第1回領域会議を開催）

第8回公開シンポジウム
日程：未定
会場：東北大学/オンライン（未定）
実行委員長：上田実（東北大院理・教授）
（第9回総括班班会議、第8回領域全体会議）

第2回公開シンポジウム
2018年2月2日（金）
会場：京都大学 北部総合教育研究棟
実行委員長：入江一浩（京大院農・教授）
（第3回総括班班会議を開催）

キックオフシンポジウム（第1回公開シンポジウム）

2017年9月16日（土）
会場：京都大学 医薬系総合研究棟
実行委員長：掛谷秀昭（京大院薬・教授）
（第2回総括班班会議を開催）

第1回若手シンポジウム
2018年6月28日（木）・午後
会場：東京大学 弥生講堂
実行委員長：八代田陽子（理研CSRS・副チームリーダー）

第4回公開シンポジウム（第1回国際シンポジウム）
2019年1月9日（水）～10日（木）
会場：一橋講堂（学術総合センター）
実行委員長：長田裕之（理研CSRS・副センター長）
（第5回総括班班会議及び第3回領域全体会議を開催）
第2回若手シンポジウム
2019年1月10日（木）・午後
会場：学術総合センター
実行委員長：川谷誠（理研CSRS・専任研究員）

第1回領域リトリート

2018年8月16日（木）～17日（金）
会場：関西セミナーハウス＜修学院きらら山荘＞
実行委員長：掛谷秀昭（京大院薬・教授）
（第2回領域全体会議を開催）

【開催済】
領域シンポジウム・班会議等

お知らせ
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日本農芸化学会2021年度 仙台大会
2021年3月18日（木）～21日（日）
オンライン開催
日本化学会第101春季年会
2021年3月19日（金）～22日（月）
オンライン開催

日本薬学会第141年会
2021年3月26日（金）～29日（月）
オンライン開催
第25回日本がん分子標的治療学会学術集会
2021年5月26日（水）～28日（金）
東京（御茶ノ水ソラシティカンファレンスセンター）
日本ケミカルバイオロジー学会第15回年会
2021年6月21日（月）～23日（水）
オンライン開催
第63回天然有機化合物討論会
2021年9月15日（水）～17日（金）
大阪（大阪市中央公会堂）

第94回日本生化学会大会
2021年11月3日（水）～5日（金）
横浜（パシフィコ横浜ノース）
第44回日本分子生物学会年会
2021年12月1日（水）～3日（金）
横浜（パシフィコ横浜）
環太平洋国際化学会議2021(PACIFICHEM 2021)
2021年12月16日（木）～21日（火）
Honolulu, Hawaii, USA

第5回公開シンポジウム
2019年6月25日（火）～26日（水）
会場：大阪大学会館 アセンブリーホール、講堂
実行委員長：菊地和也（阪大院工・教授）
（第6回総括班班会議及び第4回領域全体会議を開催）
第3回若手シンポジウム
2019年6月26日（水）・午後
会場：大阪大学会館 講堂
実行委員長：堀雄一郎（阪大院工・准教授）

第6回公開シンポジウム
2019年12月9日（月）～10日（火）
会場：慶応義塾大学 日吉キャンパス　藤原洋記念ホール
実行委員長：榊原康文（慶応大理工・教授）
（第7回総括班班会議及び第5回領域全体会議を開催）

第7回公開シンポジウム

Newsletter vol.6 誌上シンポジウム
（第6回領域全体会議（メール会議）を開催）

第2回領域リトリート

第4回若手シンポジウム
2019年12月10日（火）・午後

2020年6月

会場：慶応義塾大学 日吉キャンパス　藤原洋記念ホール
実行委員長：佐藤健吾（慶応大理工・専任講師）

2020年12月15日（火）～16日（水）
オンライン開催
実行委員長：掛谷秀昭（京大院薬・教授）
（第8回総括班班会議・第7回領域全体会議を開催）

関連学会等
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